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　2002年当時、この亘理町は35,700人余の人口があり
その中で、およそ90人ほどの外国人が生活しておられま
した。協会の前身となった「楽しい日本語講座」という
ボランティアグループが開催する“日本語の勉強”に通
う方々から、
　☆「母子手帳」に何が書いてあるかよくわからない。
　☆同居している舅姑さんたちの方言が聞き取れない。
　☆保育所との連絡ノートがよくわからない。
　☆お医者さんになんて言ったらいいか、またどこに　
　　行ったらいいかわからない。
というような日常生活に密着したさまざまな不安が寄せ
られ、又日本で、そしてこの亘理で生活する上でのさま
ざまな情報を求めていることが察せられました。
　当時、文化庁委託の「わたり親と子の日本語教室」が
開催されることとなり、このような在住外国人の方々が
いかに住みよい生活を亘理で実現していけるかを主眼に
おいたテーマを中心に、日本語を勉強する教室がスター
トしました。
　2002年 11月からはじめた教室では、町の広報、母子

手帳、小学校の教科書、町の地図、医療用語ハンドブッ
ク、日本の行事辞典などを教材とした日常生活的なもの
から、和服着付け、和服の歴史、茶道、華道、絵手紙、書
道、空手、日本の歌、よさこい踊り、日本の料理、等な
ど非常に多様な教室となっており、好評のうちに、この
３年間で延べ人数200人近くの方々が受講しました。
　2004年からは、赤い羽根共同募金からの助成金を得る
こととなり、現在は、月１回の割合で教室が開催され、協
会員有志が、会場設定、講師探し、会計、各在住外国人
へのチラシ作成郵送など、煩雑な作業を粘り強く繰り返
し、又受講中の受講生の子供の託児、そしてこの教室へ
の運転送迎のボランティアの方々の協力がこの教室を支
えています。
　来期は受講生の要望もあり、春からは「外国人のため
のＩＴ講習」　「日本の冠婚葬祭」などの教室が予定され
ております。
　この教室へのボランティアに興味をもたれた方ぜひ事
務局まで。皆様の力がこの教室運営の大きな支えになり
ます。　　　　　　　　       　
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１ 6月19日(土) 中央公民館 日本の料理　

２ 7月３日(土) 亘理明和女学院 日本の音楽（その１）

３ 9月４日(土) 亘理明和女学院　　 日本の音楽（その２）

４ 10月 23日(土) 亘理明和女学院　　 和服の着付

５ 11月 20日(土) 中央公民館 和服の着付と茶道作法

６ 12月 18日(土) 吉田公民館 日本の正月料理

７ 1月22日(土) 中央公民館 日本の踊り（よさこいダンス）

８ 2月5日(土) 中央公民館 健康に関する指導（空手）

９ 3月12日(土) 中央公民館 陶芸教室
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写真で見る写真で見る写真で見る写真で見る写真で見る

明和女学院の庭で記念撮影

帯の結び方はこれでいいの？

和服の着付講座和服の着付講座和服の着付講座和服の着付講座和服の着付講座

日本の踊り講座日本の踊り講座日本の踊り講座日本の踊り講座日本の踊り講座
よさこいよさこいよさこいよさこいよさこい

広い会場めいっぱい使って練習したよさこいダンス

講師：高橋泰子

講師：菊地淑子

「「「「「在在在在在住住住住住外外外外外国国国国国人人人人人ののののの

和服はアジアの
国の人々にもよ
く似あいます



ためのサポート講座」ためのサポート講座」ためのサポート講座」ためのサポート講座」ためのサポート講座」

和食の包丁さばきや下ごしらえに挑戦する
タイの皆さん

日本の正月料理講座日本の正月料理講座日本の正月料理講座日本の正月料理講座日本の正月料理講座

健康講座健康講座健康講座健康講座健康講座
空手空手空手空手空手

さすがに腰の入り方が違う八巻さん

レシピを入念にチェックする外国人の参加者

出来上がった創作押し寿司

講師：八巻幸子

講師：横尾公子



「「「「「在在在在在住住住住住外外外外外国国国国国人人人人人のののののたたたたためめめめめのののののサササササポポポポポーーーーートトトトト講講講講講座座座座座」」」」」

陶芸講座陶芸講座陶芸講座陶芸講座陶芸講座
講師：菊田千登世

　去る２月に宮城県国際交流協会（ＭＩ
Ａ）主催の「市町村国際交流協会連絡会
議」及び「日本語ボランティアセミナー」
というふたつの催しに、亘理国際交流協
会は「協会の活動事例の報告」を依頼さ
れ、前者を尾形副代表が、そして後者を
八巻事務局長がプレゼンターとして出席
し事例発表を行ってきました。
　いずれも、プロジェクターを使ったわ
　　かりやすい説明で好評を得ました。

尾形副代表のプレゼンテーション

事例発表事例発表事例発表事例発表事例発表

皿の製作に挑戦中の斎藤
慶子（韓国）さん

コーヒーカップのとってつ
ける佐藤純子（中国）さん

ウォーエンポーンさん（タイ）に
丁寧にやさしく指導する菊田先生
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シリーズ語学学習

--小野 正勝-- 奥さんのソニアさん奥さんのソニアさん奥さんのソニアさん奥さんのソニアさん奥さんのソニアさん
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私はこうやって英語とスペイ私はこうやって英語とスペイ私はこうやって英語とスペイ私はこうやって英語とスペイ私はこうやって英語とスペイ
ン語を勉強していますン語を勉強していますン語を勉強していますン語を勉強していますン語を勉強しています

いろいろ試して最終的に落ち着いたのは外国語いろいろ試して最終的に落ち着いたのは外国語いろいろ試して最終的に落ち着いたのは外国語いろいろ試して最終的に落ち着いたのは外国語いろいろ試して最終的に落ち着いたのは外国語

放送のテレビ番組をひたすら見ることでした放送のテレビ番組をひたすら見ることでした放送のテレビ番組をひたすら見ることでした放送のテレビ番組をひたすら見ることでした放送のテレビ番組をひたすら見ることでした

　私は亘理町内に在住の小野正勝と申します。
私の妻はメキシコ出身で名前はソニアと申しま
して国際交流わたりのスタッフの皆様には常日
頃いろいろとお世話になり大変感謝しておりま
す。
　さて、私が今までに勉強した外国語は英語と
スペイン語の２カ国語ですがどちらも決して胸
を張って喋れるというものではありません。い
ずれも勉強の真最中です。このような私ですが、
今までに実施してきた外国語習得に関する体験
をご紹介したいと思います。
　まず初めにやった事といえば書店で会話本を
買いあさり、ひたすら暗記するというものでし
た。しかしこれはどんな本を試しても途中で苦
痛になり長続きしませんでした。やはり勉強勉
強と力みすぎるあまり持続できなくなってし
まったのだと思います。
　次に試したのはヒアリングのカセットテープ
で、毎日繰り返し聞く事で自然と身に付けられ
るという触込みのものでした。これもまた途中
で飽きてしまい長続きしませんでした。他にも

数種類試しましたが、いずれもうまく行かず終い
でした。
　妥協した訳ではありませんが最終的に落着いた
のが外国語放送のテレビ番組をひたすら見る事で
した。最初は聞き取りずらいのですがしばらく聴
いているとだんだんと耳が慣れてきて、今度は単
語が少しづつ聞き取れるようになってきます。最
初の頃は易しい子供向け番組から始め、今は大好
きなスポーツ番組を見ています。内容を推測しな
がらただ見ている時もありますが、それでも頻繁
に出てくる言葉など気になってくると、まず知ろ
うと努力するようになります。　　　　　　　　
　このように私の場合は無理に学習効率を上げる
よりも学習を持続させるめの手段に重点を置いて
いる感があります。
　たとえ目標があったとしても気力だけでは持続
が難しく、興味が湧かなければ前に進めないので
はないでしょうか。
　これからも無理無く気長に続けていける学習ス
タイルを追求しつつ語学力向上に邁進していきた
いと考えています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　



　国際交流協会わたりに対して、外国の方による「出前
講座」を、学校という場から依頼されたのは、亘理小学
校が最初です。この依頼には初めてと言うこともあり、
協会内では相当戸惑いもありました。この戸惑いは私た

国際理解出前講座国際理解出前講座国際理解出前講座国際理解出前講座国際理解出前講座

亘理小学校へ出前講座亘理小学校へ出前講座亘理小学校へ出前講座亘理小学校へ出前講座亘理小学校へ出前講座

　「国際交流協会わたり」も、発足から早４年が過ぎ、
当協会の地道な活動が功を奏してきたのか、その存在
が町内に知られる様になり、ここに来てにわかにあち
らこちらから声が掛かる様になってきました。これも
国際化という波なのでしょうか、文部科学省の教育指
針にも「国際化」と言う言葉があると聞きますが、わ
たしたちの協会では発足前からこの様な考えの下、い
ろいろな活動を行っていました。それやあれやが認め
られての、声掛かりかと協会のスタッフ達は、思って
居ります。

　昨年から今年に掛けて、亘理町内の幼稚園・保育所、
そして小学校から中学校まで。その幅の広さと要望の
多様性に、担当者達は右往左往しながら「出前講座」を
こなして来ました。
　しかし講師の方々に話しを聞くと、その日が来るの
が怖くて、病気にでもなって休めないかと思ったり、家
族に不安を漏らしていたとか。初めての出前講座の時
は、見た目には感じなかったのですが、講師の方々は
相当緊張されていた様子です。だけど授業が進むにつ
れて、その緊張もほぐれていき、終わった後の感想は、
皆「楽しかった！」と言われていました。
　では、その詳細をこれから「亘理小学校」「荒浜中学
校」「高屋小学校」の順に報告したいと思います。（菊地）

熱心に説明を聞く亘理小４年の子供たち

タイの文字を教えるウォーエンポーンさん

中国の地理を教える平間衣那さん

タイはここだよ、と指さすクンさん

中国の料理の説明をする佐藤純子さん

（次ページに続く）



荒浜中学校出前講座荒浜中学校出前講座荒浜中学校出前講座荒浜中学校出前講座荒浜中学校出前講座
（（（（（料料料料料理理理理理教教教教教室室室室室）））））

　「出前講座」で外国出身の方からその出身された国の
料理を、親子で習いたいと荒浜中学校から依頼を受けま
した。協会としては「これなら自信あり」と思い、講師
の人選や内容などを決めて、中国の「豚まん」とニュー
ジーランドの「クッキー」と言うことで学校とも打ち合
わせをしました。
　当日、荒浜中学校を講師と協会スタッフで訪問したと
ころ、沢山の生徒さんとお母様方に迎えられ、普通の教
室二つ分もあるような広い調理実習室がイッパイで圧倒
されました。しかし圧倒されたのは人数の多さだけでは
ありません。その「出前講座」で使われる食材の多さに
もビックリしました。何せ約１００人分近くの材料です
から。

　さて、この「出前講座」での料理風景ですが、聞くよ
り一見です。写真をご覧下さい。賑わいが伝わってこな
いでしょうか。普通の授業や参観日の授業風景とは少し
違う、生徒と親というのではなく、子供達とお母さん方
の参加する料理教室というものを感じました。
さてさて料理も出来上がり、自分達で作った料理の試食

ちだけが初めてということだけでなく、この「出前講座」
を依頼された学校の先生方にも初めてのことで、相当の
戸惑いがあったのではないでしょうか。
　その表れのひとつとして、学校からの授業依頼の内容
が「外国の方に何か２時間授業をお願いしたいのです
が」と言うものでありました。ある程度授業内容を決め
て頂けたら、まだ私たちの戸惑いは違っていたと思いま
すが、これはこれで学校側としても初めてということ
で、手探り状態だったと思っています。しかしこれから
何度か続けていくと、それも解消されると思います。

参加した生徒の声
・私は初めて肉まんを作りました。上海からきた先生
に教えてもらいましたが、知らない調味料があった
り、具をまぜる時の手の動かし方がすごく早かった
り、さすがに本場の人はちがうなあと思いました。
・私と千紘ちゃんはほとんどアンジェラ先生と話しな
がら作っていました。
・国際交流センターの人が５人来ていろいろ説明して
くれて分かりやすかったです。
・教えてくれたふたりの方とは、おはなしできなかっ
たけど、外国のたべものを教えてもらってうれしかっ
たです。
・私はクッキーの方で、ニュージーランドの人から作
り方を教えてもらいました。材料が、見たこともない
ものがあって本当においしいのかと思っていました。

　さてその初めての「出前講座」ですが、「タイ国」出身
の２人と「中国」出身の２人の計４人の講師の方のご協
力を得て、亘理小４年生の皆さんに対して、最初は少し
ばかりの緊張と不安でしたが、最後の方では、とても楽
しく授業を行っていたようです。
　授業内容は、まず「タイ国」・「中国」の、それぞれの
国の位置や言葉、文化等を、生徒達に質問しながら進め
ていきました。生徒達も予め勉強していたとみえて、殆
ど間違えもなく答えていました。ある子などは「タイ国」
の言葉を答えたりして、講師の方を驚かせていました。

タイムですが、残念ながら、私の筆や写真からでは香り
や味まではお伝え出来ませんが（それはそれで、これを
読まれている方々には幸運なことかもしれません
が・・・）、学校教育の場では、まだ２度目の「出前講座」
を料理教室という形で出来たのは、当協会としても良い
経験となったのではないでしょうか。二人の講師の方々
も終わった後、貴重な経験が出来てホットしておられま
した。

アンザッククッキーの作り方を教える
ニュージーランドのリンダさん

中国出身の佐藤純子さん手さばきに驚く荒中の生徒たち



高屋小学校出前講座高屋小学校出前講座高屋小学校出前講座高屋小学校出前講座高屋小学校出前講座
（料理教室＆各国のことを学ぶ）

　さて続きまして高屋小学校での「出前講座」について
話してみますが、こちらは荒浜中学といろんな面で違い
があります。
　荒浜中学校の出前講座との大きな違いは、その参加人
数ですね。荒浜中では８０人超は居たのではないかと思
われたのが、高屋小では六年生の生徒が１０名に、講師
とスタッフに先生の６名で、計１６名という少なさ。荒
浜中ではあの人数に二人の講師だったのに、高屋小では
三人の講師陣。荒浜中では料理教室だけだったのが、高
屋小では料理教室の後に講師の方々の出身国について学
ぶ時間がありました。
　それと、高屋小ではお母さん方の参加はなく、殆ど生
徒達だけで食材を切ったり、火を通したり。一人の講師
の方に対して３～４人の生徒だから、一人として手の空
く子も居ないし、またそれが出来る状態ではなかったの
です。
　こぢんまりとした料理教室ではありましたが、担任教
師の先生の生徒一人一人の自主性を引き出すやり方なの
でしょうか、生徒達の目的意識がハッキリとしていて素
晴らしいものとなりました。やはり教育とは子供一人一
人に手を掛けることの方が、良いのではないかと思いま
した。
　ただ、１０名の生徒で作る料理の量としては、全校生

徒数８０数名の内、５年生と４年生の２０数名がスキー
教室で不在ではありましたが、それでも１～３年生の子
供達の分に先生方と自分達の分ですから、相当の量の食
材を料理したのです。味付けに関しては講師の方々が
チェックを何度かしていましたので、非常に好評でし
た。
　料理教室の後は、三人の講師の方々の出身国（メキシ
コ・タイ・中国）について学ぶ時間がありましたが、１
０人の２０の目と耳は、講師の方に皆向いていて、質問
なども積極的に行われていました。
　最近のニュースで、世界の地理的認識が問題になって
いましたが、高屋小の子供達を見ていると、そんなこと
は心配無用に思えてきます。料理も心を込めてだが、教
育も心を込めて手を掛ければと考えさせられた、そんな
「出前講座」でした。

参加した児童の声
・私は実際に外国の方と話をしたことがなかったし、いろ
んな国のお金も見ることができ貴重な体験になりました。
・バイさんが坂元にすんでいると聞いてびっくりしまし
た。私も坂元にすんでいました。５年の時に亘理に引っ越
してきました。

・バイさんやアキさんの民族衣装を見て私も着てみたい
と思いました。
・メキシコのおもちゃを見せてもらったとき楽しくてお
もちゃがほしくなりました。
・一番心に残ったことは、ハラペーニョをなめた時、の
どがあつくなったことです。

メキシコについて説明する小野ソニアさん

杏仁豆腐の作り方を教える中国出身の平田バイさん

タイの民族衣装で講師を務める
三品ウォーエンポーンさん



山田さんは　　シャンティエン山田さんは　　シャンティエン山田さんは　　シャンティエン山田さんは　　シャンティエン山田さんは　　シャンティエン

世界の料理紹介コーナー国際理解講座出品

***************　中国料理　中国料理　中国料理　中国料理　中国料理　　　　　包子包子包子包子包子（（（（（肉肉肉肉肉マママママンンンンン）））））　　　　　***************

生地
薄力粉/強力粉��� 各々１００g
サラダ油������ 大さじ1
ベーキングパウダー� 小さじ1
グラニュー糖���� 大さじ1
ドライ・イースト�� 小さじ1
具
ひき肉������� ２００g
たまねぎ������ １個
タケノコ細切り��� １袋
緑豆はるさめ���� 適宜
きくらげ������ 適宜
醤油�������� 大さじ２
胡椒油������� 大さじ３
酒・生姜汁����� 各大さじ１
テーメンジャン��� 大さじ３

料理指導
佐藤純子さん

　材　料

1. 生地：
・ボールに生地の材料入れ、ぬるま湯を３～４回に分けてはしで
　混ぜながら加える。
・ある程度固まったらボールから出し手でこねる。
・生地が滑らかになったらボールに戻し、ぬれ布巾をかけ３０　
分～１時間おく。（室温１次発酵→約２倍に膨らめばＯＫ）
2.具：
・ボールに具の材料を入れ、混ぜ合わせ最後にごま油を加える。
3.具を包む：
・生地を取り出し、麺棒でのばす。→中心を厚めに直径１０cm
　位に延ばす。
4.蒸す：
・強火で１５分蒸す。→途中蓋は開けないように。

作り方

　私たち日本人は中国の方の名前を平気で日本語読みし
ています。漢字という同じ文字を使っているのでただ安
易に日本語読みをしてしまっているのでしょうか。
　そこで、その不公平さを少しでも緩和するために日本
人の名前を中国語で読んでみようと思います。中国出身
の小野美香さんと当協会副代表の笹木さんの協力を得
て、「国際交流協会わたり」のメンバーの名前を中国語読
みで右表に書いてみました。この次、私（石田）に会っ
た時は”シィーティエン”と呼んでください。
　ところで、この右表のカタカナをそのまま日本語の発
音で読んでも本来の中国語にはなりません。中国語には
声調というものがあり、１音節の言葉でも４種類の音の
調子があるため、その調子が異なると違った言葉になっ
てしまいます。その他、日本語にはない母音・子音がた
くさんあって十分訓練していない日本人の発音では、中
国の人には違った言葉に聞こえてしまうそうです。
　それだけを言い訳にしていいかどうかわかりません

が、これからも日本人が中国語読みをする可能性はあま
りないようで、失礼と思いながら日本語読みを続けてい
くということになりそうです。（石田）

日本人の名前を中国読みすると日本人の名前を中国読みすると日本人の名前を中国読みすると日本人の名前を中国読みすると日本人の名前を中国読みすると

佐藤　節子 ズォァタン　ジィェツー
笹木　重昭 シュゥム　チョンツァォ
尾形万里子 ゥェーシン　ワンリーツー
八巻　幸子 パーチュェン　シュンツー
手戸富美子 ショウフー　フーメィツー
菊地　義昭 ヂュティー　イーツァォ
斎藤　邦男 チータゥン　バンナン
高見沢良和 カォチェンゼォ　リァンホォ
鈴木　悦子 リンムゥ　ルィツー
石田　昌弘 シィーティエン　ツァンフォー

日本語名　　　　　中国語読み

 



国際交流協会国際交流協会国際交流協会国際交流協会国際交流協会　　　　　わたりわたりわたりわたりわたり

事務局 亘理町役場企画課　  TEL 0223-34-0505
事務局長 八巻　幸子   TEL 0223-32-2747

編集後記編集後記編集後記編集後記編集後記
　今年の冬は、やけに長かったように感じます。そのよう
な時期、昨年の１２月から３月まで国際理解講座、在住外
国人サポート講座，中学生海外派遣事業協力、そして宮城
県国際交流協会（ＭＩＡ）主催の催しものに参加して事例
発表するなど、スタッフ・役員・アシスタント総出の活動
をしました。皆さんご苦労様でした。（石田）

***　事務局から　***

ホームページ　http://www.soma.or.jp/~sendai/kokusai

2004年
10月 ・「国際理解講座」開催　亘理小学校4年
　　　　外国人4名、日本語講座講師同行
12月 ・「国際理解講座」亘理保育所訪問　
　　　　外国人２名、代表･社協担当者同行

・「世界の料理」荒浜中学校1年
外国人2名、協会員同行

2005年
１月 ・中学生海外派遣授業：英会話研修サポート

外国人1名、協会員1名
2月 ・亘理合併50周年記念にて「感謝状」受賞

・「世界の料理」高屋小学校6年
外国人3名、協会員同行
・Ｈ16年度「市町村国交流協会連絡会議」に参
加し事例発表
・Ｈ16年度「日本語ボランティアセミナー」に
参加し事例発表

3月 ・日本語スピーチコンテスト　
「楽しい日本語講座」受講生1名参加。ＡＬＴな

　　　　どの外国人１５人参加中３位入賞。

国際交流協会わたり

２００５総会のご案内２００５総会のご案内２００５総会のご案内２００５総会のご案内２００５総会のご案内

月日　４月１０日（日）
場所　中央公民館
時間　１３時から

尚、総会のあと
14：00　インドネシア文化紹介、
　　　　民族楽器演奏会
15：00　交流パーティ
を予定しています。

報告事項

新会員紹介
　・岡崎武彦さん　　亘理町荒浜
　・岡山哲三さん　　亘理町吉田
　・鈴木昭則さん　　亘理町吉田
　・山田峯子さん　　亘理町油田　
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